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序　課題と方法
本稿は，1989（平成元）年から，1998（平成 10）年，そして 2008（平成 20）年の 3次にわたる
幼稚園教育要領の改訂についてその特質を考察し，かつ，それぞれのモデル・カリキュラムについ
ても特徴点を明らかにする。先行研究では，特色ある実践が数多く紹介されてはいるが，小中高の
学習指導要領を含めた全体的視野が乏しく，さらに具体的なモデル・カリキュラムまでは追究され
ていない。本稿では，幼稚園教育のカリキュラムが，どのような経緯で今日に至っているのか，学
習指導要領全体の動向を視野に入れて，その歴史的課題と展望を明らかにする。なお，1989年以
前の教育課程の基準とモデル・カリキュラムについては，既に別稿で考察している 1。
第 1 章　1989（平成元）年改訂「幼稚園教育要領」―環境による教育（新学力観）―
1．環境による教育（新学力観）への転換
1989（平成元）年 3月 15日，幼稚園教育要領が改訂され，「今回の改訂は，社会の変化とそれに
伴う幼児の生活や意識の変化に配慮しつつ，生涯学習の基盤を培うという観点に立ち，来たるべき
21世紀に向かって，社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成を図ることを目指して行っ
たものである」と説明された 2。前回の幼稚園教育要領は高度経済成長を目指した時期に改訂され
たが，1980年代は低経済成長期となり，この間，社会は急激に変貌を遂げて，幼児をとりまく人々
の生活意識も大きく変化した。高度経済成長後の「成熟社会」が政策的に提唱され，小中高では，
1977（昭和 52）年の学習指導要領改訂以来，「ゆとりと充実した学校生活」を志向する教育へと路
線転換がなされたので，今回は，幼稚園も含めた幼・小・中・高を一貫した改訂が要請された。そ
のキーワードは「生涯学習の基盤を培う」「自己教育力の育成」につながる「新学力観」とされた。
これまで学校教育だけで完結していた教育制度が，卒業後の生涯までも本格的な学習対象とする教
育構想が立てられ，それを貫きとおすための「自己教育力」と，思考力・判断力・表現力に裏付け
られた「新学力観」による教育が不可欠とされたのである。それは，教師の側から知識・技能を詰
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め込んだり訓練したりするのではなく，幼児・児童・生徒が自らの関心・意欲・態度をもって課題
に取り組み，思考力・判断力・表現力・論理的思考力・創造力・直観力・情報活用能力などをつけ
て，主体的に生きる力，すなわち「自己教育力」をつけようという理念である。21世紀は変化の
激しい社会が予想されるので，生涯を通じて学習し，逞しく生き抜いてゆくための基礎となる能力
として構想されたもので，一言でいえば，「教え込み」から「主体的な学び」への「新学力観」で
ある 3。
前回の 1964（昭和 39）年改訂の幼稚園教育要領では，所定の目標にむけて領域ごとに教科指導
的な系統性が重視され，かつ教師の側からの指示によって知識・技能・態度を習得させる教育の在
り方が展開されてきた。その指示による教育のあり方を転換するために，幼稚園教育要領に関す
る調査研究協力者会議（以下，協力者会議）のまとめ「幼稚園教育の在り方について」（1986年 9
月）では，「到達度，経験や活動の順序性を一律に示すことはしないこと」，及び「教育内容・方法
は，幼児の生活を中心とし，直接的・具体的な経験や活動と総合的な指導を重視したものとするこ
と」が確認されている。同時に前回の幼稚園教育要領に対しては，「①幼稚園教育の基本的な概念
が余り明らかにされておらず，教師の創意・工夫のもととなる共通理解が得られにくい。②多様な
ねらいが網羅的に羅列されており，全体を構造的に理解しにくい」，あるいは，「発達の個人差に，
より適切に対応した指導が求められている実態がある」。「幼稚園教育の独自の役割を果しつつ，家
庭・地域社会や小学校との連携について重視する必要が増大している」などの問題点も指摘されて
おり，かなりの批判的認識が背景にあったものと推測される 4。
1989年改訂は，本質的には系統主義から「環境による教育」への大転換である。改善の視点と
して協力者会議は（1）幼児の主体的な生活を中心に展開，（2）環境による教育，（3）一人一人の
発達の特性及び個人差，（4）遊びを通しての総合的な指導という新方針を打ち出した 5。「幼稚園教
育要領の改善に関する調査研究協力者会議」委員高杉自子は，次のように説明した。「幼児が自ら
環境にかかわって成長発達すると考えたとき，まず必要なのは心情・意欲・態度を育てることでは
ないかと考えたのである。知識・技能は，心情・意欲・態度が育つことで，自ら獲得できるからで
ある」。「幼児が主体的に環境に自らかかわり，環境に取り組み，その中から自分に必要なものやこ
と，ことがらを取りこんで，自らの生活を創りだす力としなければならない」。「『自らを創りだす
子どもに変化させる力をもつ子ども』を目指すのである。すなわち自己形成能力，自己教育力をも
つ能動的な子どもを育てることが大切なのである」と 6。この説明は，関心・意欲・態度から学習
に入り，思考力・判断力・表現力を内包した知識・技能を習得することが期待されている「新学力
観」（図表 1）に通底するものである 7。
幼稚園教育要領の総則，1．幼稚園教育の基本では，上記（2）「環境による教育」の項目は，総
則の冒頭に「格上げ」され，「幼稚園教育は，幼児期の特性を踏まえ環境を通して行うものである
ことを基本とする。このため，教師は幼児との信頼関係を十分に築き，幼児と共によりよい教育環
境を創造するように努めるものとする」と強調された。教師は上からの教え込みではなく，「幼児
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と共によりよい教育環境を創造する」ことを通して教育するという考え方で，幼児の成長を促す環
境づくりと「援助」が教師の仕事となった。平成元年の幼稚園教育指導書には，「教師の援助」と
いう言葉が多用されている。前回の幼稚園教育要領との違いを分かりやすく明示するために，この
ような表現をとったものと思われる。幼稚園教育の基本では，「環境による教育」の下，3項目が
立てられた。（1）「幼児の主体的な活動を促し幼児期にふさわしい生活が展開されるようにするこ
と。」（2）「遊びを通しての指導を中心として」「ねらいが総合的に達成されるようにすること。」（3）
「幼児のそれぞれ異なることなどを考慮して幼児一人一人の特性に応じた発達の課題に即した指導
を行なう」こと，と 8。
ここでのポイントは「幼児期にふさわしい生活」である。今回の要領は「幼児の生活主義」と言っ
てもよいくらいに『幼稚園教育指導書　増補版』には，かなりの頻度で「生活」のタームが使用さ
れている。指導書第 1節の「1　幼児期の生活，（1）生活の広がり　①生活の場　（2）幼稚園の生活　
①同年代の幼児との集団生活を営む場であること　②幼児を理解し，適切な援助を行う教師と共に
生活する場であること」という章節構成で，「生活」の入ったタームを羅列すると，「幼稚園生活」
「集団生活」「他の幼児たちと生活を共にしながら」，「新たな生活の広がり」，「幼児の生活は，家庭，
地域そして幼稚園と連続的に営まれているものであり」，「共通の興味や目的をもって生活を展開す
る楽しさを味わえるようになる」，「一緒に活動することで，生活がより豊かに楽しく展開できるこ
とを体験し」等々である 9。「生活」の代わりに「活動」や「交流」を入れても可能な文章であるが，
どうして「生活」なのであろうか。概念だけで見れば「活動」や「交流」は狭く限定できるが，「生
活」は幼児のすべてを含んでしまい広すぎて曖昧であるが，どのように捉えたらよいのであろうか。
協力者会議委員の高杉自子（高杉教育研究所主宰）は，「生活の場としての幼稚園」について倉
図表 1　新学力観の概念図
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橋惣三の説をあげて次のように解説する。「幼稚園が生活の場であるということは，今から数十年
前より，倉橋惣三が言い続けたことである。彼は幼児の内面的な生活の必要を提唱している。特に
自発的な生活と相互的な生活が必要であって，ありのままのさながらの生活を幼稚園という場へも
ちこみ，それを先生と子どもと一緒に生活しながら，より必要で，よりよい生活へ作りあげていく，
すなわち，『生活を，生活で，生活へ』という営みの必要を説いている」。そのような「生活の場と
しての幼稚園」であれば，教師は，「具体的なねらいと幼児に経験させたいという内容を環境に含
ませて環境を構成する。その環境に幼児がかかわって活動を起こす，それを教師と幼児が活動を共
有し，教師の援助活動によって，あるいは環境の再構成によって，幼児の成長発達に必要な経験を
変えていくという図式に変わったのである」と解説した 10。
これまでのように「望ましい経験」という目標を設定して，それに向けて躾け訓練するのではな
く，まずは，子どものありのままの生活があり，その生活に即した主体的な活動から，個性を伸ば
していこうという発想である。この時代は，高度経済成長が過ぎ，ひとつのステージを達成した「成
熟社会」になったと捉えられ，ようやく「一人一人」に対応した保育が注目されることになったの
である。経済的に貧しい時代においては，とにかく豊かになるために，幼稚園から高校まで，つめ
こみの訓練で全体の知的・技能的・道徳的水準を一律に強制的に高めようとしてきた。しかし，高
度経済成長を経た「成熟社会」を迎えた平成元年段階に至って，全体よりも個々人の関心・意欲・
態度を重視し，思考力・判断力・創造力につながる「新学力観」による教育が志向されることに
なった。その一環で幼稚園教育要領も見直され，倉橋惣三的な「生活」観が大きな影響を与える改
訂になったものとみられる。倉橋惣三の「生活観」に戻るところは，小中高関係者にはない幼稚園
教育特有の発想である。「新学力観」と親和性はあるが，しかし同一コンセプトではないので，徐々
に，小中高との連続性にある種の断絶をもたらすことが予想される。なぜなら 1989年学習指導要
領改訂で，小学校の「生活科」創設をはじめとして中高でも一定の生活化は進められるが，この改
訂に限らず以後の小中高の改訂では，必ずしも倉橋惣三の「生活観」に基づいてはいないからで
ある。
倉橋は，『系統的保育案の実際』（東京女高師附属幼稚園編　昭和 10年）での解説において，「幼
稚園は，幼児の世界である。そこでは，一切が幼児の生活に出発し，幼児の生活に帰着する。その
幼稚園における幼児の生活を，発揮せしめ，充実せしめ，その正しき発展を経過せしめる途が保育
案である。それは，どこまでも，幼児の生活以外の何ものでもない。教育というも，幼児の生活裡
に機会を補足して，これに適切なる誘導と指導とを与えるに他ならない」と述べている 11。また，
「人生教育の全過程に対する基本として，真乎重要なるものは，知能の早き獲得にあらずして，生
命の発展勢力の増進と統制とにある」。「就学前教育は根の教育である。根の力は，自己発展力であ
る。すなわち，就学前教育は自己発展力の教育である。」（「就学前教育」）と述べている下りは 12，
生涯にわたる自己教育力を主軸とした平成元年度学習指導要領改訂の精神とは一定の親和性が見ら
れるが，上位の学校に接続する直接的な準備教育の視点は感じられない。
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倉橋は，「生活の実質と自然とが，幼児において最もよく行わるるものは遊戯である。」（「就学前
の教育」）と述べているが 13，幼稚園教育要領でも「（1）幼児期にふさわしい生活の展開」に次い
で重視している第 2点は，「（2）遊びを通しての総合的な指導」である。「この時期の遊びは大人の
社会で言う仕事や勉強と対比させていう遊びとは異なり，幼児が自分から興味や関心をもって環境
に主体的，意欲的にかかわり，心や体を働かせて活動をつくり出し展開する動きの全体を指してい
るものである」と捉えられている。そのような「遊びの展開に応じて適切な指導を行い，幼稚園教
育のねらいが総合的に達成されるようにすることが大切である」。「幼児自身が遊びを通して体験を
積み重ねていく姿を大切に受け止め，その姿に応じた柔軟な指導を行っていく必要がある。このよ
うな幼児の生活の時間を大切にして行う指導は，必然的に総合的なものとなる」というのである。
そして第 3点は，「一人一人の発達の特性に応じた指導」で，上記 2点からそれぞれの生活と遊び
を重視すれば，当然の帰結である 14。
次に幼稚園教育の目標を検討する。同要領では，「幼児期が生涯にわたる人間形成の基礎を培う
時期」であると確認し，5つの目標が設定されている。目標では，（1）基本的な生活習慣・態度を
育てることで「健全な心身の基礎を培う」ことと，（2）自立と協同の態度及び道徳性の芽生えなど
社会性を培うこと，生涯にわたる自己教育力の基礎を育成することが重視された。家庭教育力と地
域の教育力の低下が叫ばれている中で，日常生活の中での態度・習慣・道徳性を形成することが重
視されたのであろう。これは，小学校の「生活科」（自立への基礎を育成）につなげられることに
なる。文字・数字の一斉指導などが問題視された経緯を踏まえるなら，知識の教育よりも人間形成
の基礎を目標の（1）（2）としたことは，その力点の在り方として注目すべきであろう。（3）は，
自然現象に対する興味関心・思考力の形成についてであるが，前回の幼稚園教育要領と比較するな
ら，「自然及び社会の事象」とあったのが，「自然などの身近な事象」となり，「社会」のタームが
削除されている。小・中・高における社会科学軽視の動向と合わせて注目される。また，小学校以
降の学習に繋げられる思考力の芽生えを，生活態度・道徳性の芽生えに続いた項目としていること
も，小中高一貫性確保の観点から注目される。（4）言葉への感覚を養うことは，従来は，「正しい
使い方を身につける」とあり，これを削除したのは，文字の一斉指導に陥りかねない問題があった
ことをふまえたものと考えられる。（5）は，体験による学習によって感性及び創造性を養うという
ものである。（5）の従来の方針は，「のびのびとした表現活動を通して」であったが，「多様な体験
を通じて」と改訂されたことも，「子どもの生活」重視の考え方や実体験が減少してきたという時
代背景に対する問題意識が感じられる。
次に第 2章「ねらい及び内容」についてみると，今回の改訂で最も注目されたのは，6領域から
5領域への変更で，「健康」・「人間関係」・「環境」・「言葉」・「表現」である。要領第 2章「ねらい
及び内容」には，「この章に示すねらいは幼稚園修了までに育つことが期待される心情・意欲・態
度など」であり，「これらを幼児の発達の側面から，心身の健康に関する領域『健康』，人とのかか
わりに関する領域『人間関係』，身近な環境とのかかわりに関する領域『環境』，言葉の獲得に関す
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る領域『言葉』，及び感性と表現に関する領域『表現』」という 5領域が設定された。協力者会議委
員高杉の解説によれば，「いままでの 6領域というまとまりは，幼児が将来学習するであろう文化，
すなわち教科に直結できるような窓口をつくり，教科に似せた名称をつけた。したがって，教科と
は違うといいながらも，それにつなげてしまうので教科的な扱いとなる。知識・技能を育てたくな
る」という欠陥があったという。倉田惣三の言う「技芸教習所」に幼稚園がなってしまったという
認識であろう。「そこで今回，どうしても教科と直結できない窓口を設定したいと考えた」。それは
いかにして可能か。「一つの狙いを身につけるためには，多様な生活経験が必要であり，あるいは
一つの活動を見る時にも多様な見方でとらえることが必要」で，到達目標に向けて領域を教え込ん
ではいけない。その意味で，「今回のねらいが，発達の側面から，心身の健康に関する面，人との
かかわりに関する面，身近な環境とのかかわりに関する面，言葉の獲得に関する面，感情と表現に
関する面は，活動を見るとき，子どもを見るとき，の視点となるのである。発達を見る窓口という
ことは，幼児にはこのような発達の側面を育てる必要がある。「今までの 6領域が 5領域になった
のではなく，全くとらえ方が違ったのである。」「5つの領域に示されたねらい，つまり 15のねら
いから，子どもの育ちを見ようということ」であると説明された 15。
15のねらいとは何か。それは 5領域ごとに 3つのねらいが設定され，さらに領域ごとに内容 10
項目程度，かつ留意事項が規定されている。まず，領域「健康」であるが，「この領域は，健康な
心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う観点から示したものである」として
「観点」であることが明示され，「1．ねらい」では，（1）明るく伸び伸びと行動し充実感を味わう。
（2）自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。（3）健康，安全な生活に必要な習慣や態
度を身に付ける，という 3点で，前回の要領の領域「健康」に比して，積極的な自己充実感の育成
が主となり，習慣や態度を身に付ける躾的側面は後退している。「2．内容」として（1）先生や友
達と触れ合い，安定感をもって行動する。（6）身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排泄など
生活に必要な活動を自分でする。（9）危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行動の仕方が分か
り，安全に気を付けて行動する」などで，前回の「望ましい経験や活動」の小項目 24が整理され
て，ねらいに即した項目が約 3件ずつ配置されて全 9項目である。「3．留意事項」では，（1）「幼
児が教師や他の幼児との温かい触れ合いの中で自己の存在感や充実感を味わうことなどを基盤とし
て，心と体の健全な発達を促すこと」，（2）「幼児の生活と遊離した特定の運動に偏った指導を行う
ことのないようにすること」が求められた。やはり自己の充実感を培い，上からの躾的訓練的な活
動は抑制されている。
領域「人間関係」は，「他の人々と親しみ支え合って生活するために，自立心を育て，人と関わ
る力を養う観点から示したもの」とされ，ねらいは，「（1）幼稚園生活を楽しみ，自分の力で行動
することの充実感を味わう。（2）進んで身近な人とかかわり，愛情や信頼感をもつ。（3）社会生活
における望ましい習慣や態度を身に付ける」という 3点で，前回の要領の領域「社会」に比して，
自己を肯定し充実させ自立への基礎を培う性格の強いものとなっている。内容は，「（1）喜んで登
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園し，先生や友達と親しむ。」「（10）自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみをもつ」など
10項目で，上記ねらい 3点を実現する上で不可欠な内容が，それぞれ 3点程度で全 10項目となっ
ている。前回の要領の「ねらい」ごとに「望ましい経験と活動」の小項目がそれぞれ 10項目で合
計 27項目であったことに比較すれば，かなり絞られたことがわかる。留意事項として，（1）「多様
な感情を体験し，試行錯誤しながら自分の力で行うことの充実感を味わうことができる」ようにす
ることと，（2）「生活を通して親の愛情に気付き，親を大切にしようとする気持ちが育つようにす
ること」の 2点で，自己の生活の確立と両親への感謝がポイントである。
領域「環境」は，「自然や社会の事象などの身近な環境に積極的にかかわる力を育て，生活に取
り入れていこうとする態度を養う観点から示した」という。目標で落とされた「社会」がここでは
入っているが，次のねらい 3項目では重視されていない。ねらいは（1）「身近な環境に親しみ，自
然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ。（2）身近な環境に自分からかかわり，それを生
活に取り入れ大切にしようとする。（3）身近な事象を見たり考えたり扱ったりする中で，物の性質
や数量などに対する感覚を豊かにする」という 3点である。内容は，「（1）自然に触れて生活し，
その大きさ，美しさ，不思議さなどに気付く。「（8）日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ」
などのほか，「社会」に相当する内容では，「（9）生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心を
もつ。（10）幼稚園内外の行事において国旗に親しむ」などが挙げられ，全 10項目である。留意事
項では，「自分からかかわろうとする意欲を育てる」ことと，「親しみや畏敬の念，生命を大切にす
る気持ち，公共心，探究心」などが挙げられており，身の回りの自然・事物に積極的に関心をもた
せつつ，かつ，畏敬の念や国旗へのアイデンティティ育成がポイントである。数量の教育について
は，「数量などに関する興味や関心，感覚が無理なく養われるようにすること」など，教え込みを
抑制する注意が前回同様に見られる。なお，前回のねらいにあった「身近な社会の事象に興味や関
心をもつ」ことの育成については後退している。
領域「言葉」は，「経験したことや考えたことなどを話し言葉を使って表現し，相手の話す言葉
を聞こうとする意欲や態度を育て，言葉に対する感覚を養う観点から示した」とされる。ねらいは，
「（1）自分の気持ちを言葉で表現し，伝え合う喜びを味わう。（2）人の言葉や話などをよく聞き，
自分の経験したことや考えたことを話そうとする。（3）日常生活に必要な言葉が分かるようになる
とともに，絵本や物語などに親しみ，想像力を豊かにする」という 3点である。前回の要領のねら
いに比して，「聞いてわかる」よりも，まずは自分の気持ちなど自己表現を第一に重視している点
が変化である。前回は「聞いてわかる」ことや「聞き取る態度」など受け身的態度が重視されたが，
今回の内容を見ると，「（1）先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち，親しみをもって聞いたり
話したりする。（2）したこと，見たこと，聞いたこと，感じたことなどを自分なりに言葉で表現す
る。」など，自分を積極的に表現する能動的態度が重視され，前回の「望ましい経験や活動」22項
目は全 10項目に整理された。留意事項では，（1）「自分の感情や考えを伝え合う喜びを十分に味わ
う」ことが求められ，他方，「文字に関する系統的な指導は小学校から行われるもので，幼稚園に
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おいては直接とりあげて指導するのではなく個々の幼児の文字に対する興味や関心，感覚が無理な
く養われるようにすること」とあり，文字の系統的な指導は抑制された。
領域「表現」は，「豊かな完成を育て，感じたことや考えたことを表現する意欲を養い，創造性
を豊かにする観点から示した」とある。この領域は，従来は「音楽リズム」と「絵画製作」の領域
が担っていたものであるが，まず，ねらいは「（1）いろいろなものの美しさなどに対する感性をも
つ。（2）感じたことや考えたことを様々な方法で表現しようとする。（3）様々な出来事の中で，感
動したことを伝え合う楽しさを味わう」という 3項目で，音楽や絵画に限らず，美的感性と表現力
の育成がねらいとされた。内容は，（1）生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付い
て楽しんだりする。（6）音楽に親しみ，歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使ったりする楽しさを味
わう。（7）かいたりつくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり飾ったりする，など全 8項目で，
留意事項では，「（3）幼児が自分の気持ちや考えを素朴に表現することを大切にし，生活と遊離し
た特定の技能を身に付けさせるための偏った指導を行うことのないようにすること」と，楽器の技
能練習的な訓練は行わないことが注意された。前回は，楽器の「基礎的なひき方の指導を加えたり，
可能な場合には簡易な分担奏や合奏を楽しませたりすること」までの指導が推奨されていたことに
比べるなら，今回は，幼児の生活に即した素朴な表現を強調していることが特徴である。
2．遊びからごっこへのモデル・カリキュラム
さて，以上のように 5領域をふまえるなら，教育課程はどのように編成されるのであろうか。指
導書では，「これまでの幼稚園教育においては，教師が望ましいと考える活動を幼児に行わせよう
とする傾向が多く見られていた」と批判的に総括され，要領第 3章「指導計画上の留意事項」の
「2　特に留意する事項」でも，これまでの教師主導の行事中心の在り方が戒められた。（6）行事の
指導の在り方について，「幼稚園生活の自然な流れの中で」「幼児が主体的に楽しく活動できるよう
にすること」と，あくまでも「幼児の主体性を大切にすること」が重視されている。ただし，幼児
の主体性を大切にすると言っても，「幼児の行う活動をそのままに放置したり教師の計画性のある
指導を否定したりすることではない」という。「計画性のある指導をおこなわなければならない。
計画性のある指導とは，あらかじめ立てた計画を念頭におきながら実情に応じた柔軟な指導を行う
という意味であって，計画したとおりに指導するということではない」。指導計画は「あらかじめ
考えた仮説であることに留意して指導を行うことが大切である」というのである。そして，指導計
画の実際においては，「指導計画を作成し実際の指導を展開するに当たっては，環境をどのように
つくり出していくかが，幼児が主体性を十分に発揮しながら具体的なねらいに向って必要な体験を
得ていけるかどうかを左右する鍵となる」として「環境の構成」が強調されている 16。
活動の展開と教師の援助について，次のような過程で進められるという。①具体的なねらいや内
容にもとづいて環境を構成する。②幼児が自ら環境にかかわって活動を展開する。③幼児が望まし
い方向に向かって活動を展開していけるように教師が適切な援助を行う。「具体的なねらいと内容」
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から「環境の構成」へ，その「環境の構成」には教師と幼児が共に関わり，「望ましい方向への活動」
が進行し始め，その活動の進展によって「環境の再構成あるいは直接的な援助」が必要となる，と
いうプロセスで，教師のやるべきことは指導ではなく「援助」という位置づけである。従来の指導
中心の保育の在り方を否定して「援助」という概念が使われていることは重大な転換である。従来
は，「生活習慣の形成という言葉から，単にある行動様式を繰り返して行わせることによって習慣
化させようとする指導が行われがちであるが，生活に必要な行動が身に付くためには，自立心とと
もに，自己発揮と自己抑制の調和のとれた自律性が育てられなければならない」という指導書の説
明で 17，あくまでも幼児の主体性と自律性とを尊重し，これに裏付けられた自立する子どもを育成
することが 1989年改訂の目的であった。
具体的なカリキュラムはどのように作成すればよいのであろうか，協力者会議委員執筆の解説書
に掲載されたモデル・カリキュラム「『山の音楽家』の楽器あそびからごっこを楽しむ」（図表 2）
は，5歳児男子 16名，女子 16名対象で 10月 27日～ 11月 2日までのカリキュラムである 18。やは
り従来のカリキュラムとちがって，領域に応じたカリキュラムではなく，まず，日時の軸のほか，
上段には，「環境構成と幼児が生み出す活動の流れ」と「保育者の援助・考え方」との 2軸構成で
作成されている。「保育者の援助・考え方」を見ると，「幼児が部屋に戻り始めたころあいを見，他
の遊びが始まらないうちに一緒に環境をつくるようにする」とある。「環境構成と幼児が生み出す
活動の流れ」では，「戸外遊びから戻ってくる幼児が三分の一ほどになったころ，遊戯室に誘う。
準備しておいて道具や材料で場作りをし表現する」という。見込としては，「小鳥，タヌキ，子リ
スなどの家囲いを作り，出たりはいったりして遊んだ後，知っている『山の音楽家』の歌を交替で
身体表現しながら歌う」とある。以下，掲載の図表の通りであるので省略するが，まさに「あらか
じめ考えた仮説」としての指導計画であり，この通りに進行するかどうかは，子どもたちの活動の
発展しだいということで，教師は，さまざまな予測と期待をしながら，環境構成に努力しなければ
いけない。そして，その総合的な活動全体を通して，5領域の観点から，調和的に発達しているか
どうかを評価し，たえず指導計画を再構築しては環境の再構成をする。子どもたちにとっては「遊
び」であるが，まさにその「遊び」を通して「よく見よく聞きよく考える意欲や態度を身に付ける」
ことが期待されている。全体の目的としては「幼児の自立心」を育てることであるが，そのために
は「他の幼児とのかかわりの活動を展開する中で生活に必要な習慣を身に付け」，かつ「道徳性の
芽ばえ」も培うことが期待されている。
以上のように，カリキュラム作りはねらいが達成できるように教師が環境を準備し構成するとこ
ろから始まる。その場合，子どもの「生活」を最大限尊重して「遊び」を大切にし，幼児の興味や
関心と発達に応じて環境を再構成するという仕方である。その点，領域ごとに「望ましい経験や活
動」を教師の側から計画的に配列した従来のカリキュラムとは大きく異なるところである。
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図表 2　 『山の音楽家』の楽器あそびからごっこを楽しむ
3691989年以降の幼稚園教育課程の基準とモデル・カリキュラム（水原）
第 2 章　‌1998（平成 10）年改訂「幼稚園教育要領」‌
―環境を通した教育と教師の役割―
1．環境を通した教育と早期教育への批判
1998年 12月 14日文部省告示第 174号により，幼稚園教育要領が改訂された。この改訂に至る
過程では，1997（平成 9）年 11月 4日，協力者会議によって「時代の変化に対応した今度の幼稚
園教育の在り方について」（以下，最終報告）がまとめられているので，これを踏まえることで，
幼稚園教育要領の改訂意図を明らかにすることができる 19。
要領の第 1章総則「1　幼稚園教育の基本」では，「環境を通して行う」という前回の大原則は継
承され，（1）幼児期にふさわしい生活の展開，（2）遊びを通しての指導，そして（3）幼児一人一
人の特性に応じた指導という 3点も変化ないが，教師の計画的な指導性が改訂の第 1点である。「幼
児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき，計画的に環境を構
成しなければならない。この場合において，教師は，幼児と人やものとのかかわりが重要であるこ
とを踏まえ，物的・空間的環境を構成しなければならない。また，教師は，幼児一人一人の活動の
場面に応じて，様々な役割を果たし，その活動を豊かにしなければならない」と要請された 20。幼
稚園教育要領作成協力者の柴崎正行は座談会において，「平成元年の改訂が終わった後，私も普及
活動をさせてもらったわけですが，一人一人の子どもが自己充実するような援助を大切にするよう
な援助をするということ」，「子どもの視点に立つんですけれども，そうすると教師が何をするのか，
教師側から何をするのかというのがなかなか伝わりにくかった」と回想している。これに対して高
杉自子は「その教師論を変えていくのは大変でしたね」と応じ，森上史朗は「そこで平成 10年改
訂では，教師の役割を強調しようということになったわけですね。」と述べている 21。そのような
意見が反映して，最終報告では，「幼児の主体的な活動としての遊びを中心とした教育の実践を進
めるためには，教師が遊びにどうかかわるのか，教師の役割の基本が理解されなければいけない。
現行の幼稚園教育要領では，この点について十分述べられておらず，教師の間で共通理解ができて
いない面があり，一部には，自由に任せていればいいといった誤解を招いていた面もある」と反省
され，上記のような「総則」の改訂がなされたのである。
最終報告及び『幼稚園教育要領解説』では，教師の役割について，「2つの基本的役割がある」
としている。ひとつは，前述の「物的・空間的環境を構成する役割」である。「特にものとのかか
わりが重要であるとの認識をもってものの質や量をどう選択し，空間にどう設定するかを考えて環
境を構成していく」ことであると説かれた。もうひとつは，教師自身が幼児と関わる役割である。
これについては 5点指摘され，第 1は「幼児の精神的安定の拠り所としての役割」，第 2には「憧
れを形成するモデルとしての役割」，第3には「幼児との共同作業者」，「幼児と共鳴する者」，第4は，
「幼児の理解者」そして第 5は「幼児の遊びの援助者」としての役割である。このような幼児との
関わりを通じて物的・空間的環境を構成する役割を果たすことが教師に求められたのである。その
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場合，「幼児の活動が精選される環境の構成」となることが期待されている 22。
注目すべき第 2点は，幼稚園への就園率が上昇してきている事態に対して，3歳児からの 3年保
育のカリキュラム編成が課題とされたことである。しかも，そのあり方として，「自我の芽生え」
に対応すべき配慮が求められたことも注目しなければならない。改訂のこの時期は，学校全般に，
「現在の子どもたちの心の問題として懸念されているいじめ，不登校，思春期の問題行動などの背
景」があり，小中高全般につめこみ教育が反省され，「自ら学び，自ら考え，生きる力」となる学
びが重視されて「総合的な学習の時間」が設置されるに至る。前回の平成元年の学習指導要領改訂
以来，主体性や人間性を回復し「自己を確立」させることは重視されていたが，幼稚園教育におい
ても，3歳児保育の本格的な始まりに対応して，「自我の芽生え」を尊重したカリキュラムのあり
方が求められることになった。
幼稚園教育要領第 1章の「3　教育課程の編成（1）」において，「特に，自我が芽ばえ，他者の存
在を意識し，自己を抑制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性を踏まえ，入園から
修了に至るまでの長期的な視野をもって充実した生活が展開できるように配慮しなければならな
い」とされ，これは「自我の芽生え」は「教育課程編成の中心的な軸」として導入されたのであっ
た 23。最終報告では，「幼児期は，子どもたちが生涯にわたり自分らしく生きていくための基礎を
培う大事な時期である。幼児期において自我が発達していく過程は，自我が芽生える時期と他者の
存在を意識できるようになる時期に大きく分かれる。前者の時期ではまだ自己を表出することが中
心の生活であるが，後者の時期になると他者を意識して思いやったり自己を抑制しようとする気持
ちが生まれるようになる」として，幼稚園教育では，これに対応したきめ細かな指導を行うことが
求められた。
その際，「3歳児保育に対する配慮」が強調されている。「特に，近年就園率が大きく伸びている
3歳児については，自我の芽生え始める時期であり，家庭での経験の差や個人差が大きい時期でも
あるという発達の特性を踏まえ，一人一人に応じたきめ細かな対応が求められている。さらに 3歳
児の生活リズムや安全面に配慮した環境にすることや 3歳，4歳，5歳の 3年間の生活を見通した
カリキュラムを作成することなど各々の幼稚園で一層きめ細かな対応が図られるよう配慮事項を示
すことが必要である」と。3歳児からの 3年保育のカリキュラム作成という新たな時代に対応した
方策を立てることが求められ，しかも前述のいじめ・不登校や思春期の問題行動への対応策として
も「自我の形成」が重視されていたことを想起するなら，「自我の芽生え」に備える 3歳児保育が
いかに重視されていたかが分かるであろう。
注目すべき第 3点は，「生きる力」の基礎となる心情・意欲・態度の育成するために，遊びを通
して自然体験や社会体験などをすることの必要性が強調され，いわゆる「早期教育」が有害である
と厳しく批判されたことである。むしろ，「自然の偉大さ，美しさ，不思議さなどに直接触れる体
験を通して，幼児は心が安らぎ，豊かな感情，好奇心，思考力，表現力等の基礎」が培われ，また，
地域の人々との交流，特に，「障害のある幼児」や「高齢者と実際に交流し触れ合う体験をもつこと」
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が重要であるとして求められた。
また，いわゆる「早期教育」については，従来から，文字や数量の学習に対しては極めて抑制的
な記述であったが，今回も「早期教育」は厳しく批判された。「受験などを念頭におき，もっぱら
文字や数量などの知識を獲得することを先取りするような早期教育は，将来にわたり幼児の知的発
達を促すことにはつながらず，むしろ調和のとれた発達を阻害するとの懸念を持たざるを得ない」。
「本当の意味での知的発達を促す教育とは，将来にわたり学ぶ力の源泉となり，生涯学習の基礎を
形成していくものであり，それは目先の結果のみを問題にしている早期教育とは本質的に異なるも
のである」と。その上で，「幼児期の知的発達は遊びの中での直接的・具体的な体験を実現されて
いく。幼児は遊びを通して周囲の環境や友達と直接かかわり，見たり，触れたり，感じたりするこ
とにより，周囲の世界に好奇心や探究心を抱くようになり，ものの特性や操作の仕方，世の中の仕
組みや人々の役割などに関心をもち，物事の法則性に気付き，自分なりに考えるようになる。また，
生き物に対する接し方や生命の尊さなどを学び，周囲の環境や生き物に対する豊かな感性や思いや
りも具体的に身に付けていく。さらには，そこで感じたこと考えたことを言葉や動きや記号などを
用いて表現し，相互に伝え合うことを通して，文字や数量に対する感覚やその記号的意味に気付き，
自分たちの遊びを充実させていく」というように，あくまでも「遊びを通して」，文字や数量ひい
ては記号への認識を深化すべきことが強調されている。
しかし，それだけで，文字や数量や記号に関する気づきが十分に深まるであろうか。教師はどの
ように指導すればよいのであろうか。最終報告は，次のように論じる。「教師の役割は，幼児が文
字や数量に十分に触れられるような環境を作り出すことと幼児がそうした環境にかかわり記号とし
ての言葉や文字を用いて十分に表現したり伝えたりできるように一人一人の幼児に応じて援助して
いくことである。その際，教師が幼稚園の生活環境の中に文字や数量にかかわる体験が豊かにある
ことを認識し，その機会を生かすことが求められる。こうした幼稚園における具体的な場面に応じ
た個別の指導を基盤にして，小学校において文字や数量に関する指導が適切に行われるべきこと
を，幼稚園関係者だけでなく，親や小学校関係者にも理解されることが必要である。」と。
教師の役割は，幼児が文字や数量について自然に関心を持ち認識を深めるような企画を準備す
る，あるいはそういう関心や認識の機会を逃さないで「援助」するなどの指導性を発揮することが
求められている。その場合，小学校のように学級で一斉に指導するのではなく，一人一人の遭遇す
る具体的な場面や機会を生かして，個別に対応することが奨励されている。文字や数量や記号を教
えないのではなく，それらに関わる「体験が豊か」になるように企画し，一人一人の「機会を生か
す」仕方で，個別に認識が深まるように「援助」するということである。「以上述べてきたとおり，
遊びを通して周囲の環境に触れ，知性や感性をともに働かせ，その意味と仕組みについて考え，そ
れを周囲の人々と共有していく過程そのものが幼児期における知的発達を促す教育であり，小学校
以降の教育で求めている自ら学び，自ら考える生きる力の基礎を形成していくことになる」という
のが基本的考え方である。以上が教育内容に対する要請であるが，前回の幼稚園教育要領を基本的
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に継承したものと捉えることができる。
2．幼・小連携と「預かり保育」のカリキュラム
カリキュラム編成の観点から見て影響が大きかったのは，幼・小連携教育といわゆる「預かり保
育」の開始である。幼稚園教育要領の第 3章指導計画作成上の留意事項で，「幼稚園教育が，小学
校以降の生活や学習の基盤の育成」に務めること，また，「特に留意する事項」では，「教育課程に
係る教育時間の終了後に行う教育活動」すなわち「預かり保育」を積極的に実施することが求めら
れた。最終報告でも，幼・小連携について，「今後，生活科などを中心に小学校低学年における合
科的な指導を一層推進するとともに，各教科等においても具体的な活動や体験を一層取り入れるこ
とにより，幼稚園における主体的な遊びを中心とした総合的な指導から小学校への一貫した流れが
できることが期待される」と説明され，「幼稚園の年長児後半から小学校 1年生の 1学期頃」まで
を幼小接続期としてそのカリキュラム開発が期待されることになった。
もうひとつの「預かり保育」とは，保護者の要請を受けて，幼稚園が正規の教育課程終了後に保
育の機能を担うことで，最終報告では，「近年の女性の社会進出の拡大などを背景として，幼稚園
の正規の教育時間終了後，希望する幼児を対象に幼稚園において引き続き教育を行う預り保育に対
する要望は増大している」と説明された。「預かり保育の実施に当たっては，幼稚園と親が共に育
てるという意識をもち，親が子育ての楽しさを味わい，家庭の教育力を高めていけるよう，家庭と
密接な連携を図りながら進めていく必要がある」とされた。
この幼稚園教育要領以降，幼小接続教育と「預り保育」のカリキュラム開発が進行することに
なった。その一例，東京都有馬幼稚園は，1999（平成 11）年度から 2001年度までの 3年間「幼稚
園と小学校の連携を深めるための教育課程の開発」という主題で文部科学省の研究開発学校の委嘱
を受け，図表 3「5歳児の幼児と小学生たちとの交流活動の年間プラン」のように 24，地域・家庭
も視野に入れた広がりのあるものに仕上がっている。イベントではなく幼・小の 9年間の連続性を
考えて作成されたプロジェクト型の計画である。ただし，すべて教師が意図した計画だけでなく，
「幼児や児童が生み出した活動や次の活動へのつながりも加えていくようにした」という。出会い
の場「ありまフィールド」を活用して，学年ごとに年間活動プランが立てられている。「継続性を
もって交流していくために長期的な計画を当て，5歳児が 4年生に苗植えをお願いに行き，これを
きっかけにそれぞれの活動（学習）の展開を図っていくことにした」という。ここから「4年生が
休み時間に保育室に遊びに来てくれるなどの自発的な交流が見られるように」なり，「5歳児は，4
年生の表現が刺激になり，ペープサートの遊びが始」まるなど，「自発的に生まれた活動」も出て
きたという。小学生も幼稚園児も，この出会いによって「遊びや生活がより豊かに」なり，「相互
の自発的な動きが実現できるように」，教師は「環境を整えたり，支援」したりするのである。「幼
児の変容」として，「遊びの刺激を受け，自信をもって行動」するようになった。「自分から進んで
人に関わろうとする」ようになったとあり，他方，小学生も，「思いやりの気持ちがはぐくまれる」，
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図表 3　5歳児の幼児と小学生たちとの交流活動の年間プラン
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「自ら学ぶ姿勢が身に付く」などの変容が見られたという報告である。
もう一つは，「預かり保育」のカリキュラム開発である。正規の教育課程外であるが，「預かり保
育」をする以上，そのカリキュラム研究が必要であり，1999年には，指定地域 13市町村の研究集
録が出された。図表 4「預かり保育の年間指導計画」と図表 5「日案例」（3月 3日，4・5歳児）は，
図表 4　預かり保育の年間指導計画 （4・5歳児）
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岡山県金光町のカリキュラムである 25。金光町は 3つの幼稚園があるが，預かり保育推進委員会を
発足させて，合同で「預かり保育」を進めている。3幼稚園の希望者を A幼稚園に集めて，合同で
運営する仕方がとられている。カリキュラムは，「基本的には，教育課程に基づいての指導と連携」
図表 5　日案例（3月 3日，4・5歳児）
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をとっているとのことであるが，それ以上に，「家庭生活への連続性」を重視し，「幼児に負担をか
けない活動を，ゆったりとした生活時間で，家庭的な雰囲気をつくることを大切に考え」，「家庭で
経験する内容を積極的に取り入れるようにして，できる限り子供たちに多様な経験をさせるように
している」という。「工夫した保育内容の具体例」を見ると，おやつ作り，買い物，園外保育や散歩，
季節に応じた活動（プール遊び，スイカ割り，お化け屋敷ごっこ等）などが見られる。さらにアッ
トホームな環境作りにも配慮して，「通常の保育終了後，預かり保育室（なかよし組）に入ってき
たら，家庭に帰った気分が味わえるように，一人一人に『お帰りなさい。』と言って，お母さんの
ように温かく迎えるようにする。」あるいは，「幼児のあるがままを受け止めるようにする。」「幼児
との信頼関係を図り，安定して生活できるようにする」等々の努力が見られる。とにかく「ゆった
りとした生活時間，家庭的な雰囲気」を作って，「幼児の心身への配慮」をきめ細かくしていると
いう。さらに家庭への働きかけも重視し，幼児期の親に対して，「お迎えの際は，明るい笑顔でお
迎えいただき，しっかりスキンシップをしてあげてください」。「家庭でしっかりお子さんと遊んで
あげていただき，親子の触れ合いを十分保つようにしていただきたい」と求めている。また，「預
かり保育中の様子を保護者に」知らせたり，「預かりカード」や「緊急時の連絡票」を利用したり
して，「家庭との連携を密に」しているという。こうした「預かり保育」の実践に対して，子ども
達からは，「家に帰っても友だちが近所」に居ないし，「遊ぶ場所もないので，預かり保育で大勢で
友だちと遊べるので，とても楽しい」という感想がある。親からも，「安心して預けられる施設」，
あるいは親同士の「情報交換の場」になっているという反応があり，好評であるという。そして，
「研究を進めていくうちに，必ずしも就労者のためだけではなく，幼児の人格をより豊かにしてい
くために良い環境の中で，それを保障していくという意味合いも大事」にすべきことが認識される
ようになり，「遊び場の減少，室内遊びの増加，遊び友達の減少等，幼児の育ちを考えると，幼稚
園がそれを補っていく場としても今後の預かり保育を見直しながら研究を進めていかなければなら
ない」と報告された。
以上，この時期のモデル・カリキュラムとして，幼小接続期及び「預かり保育」のカリキュラム
開発について検討したが，このほか，3歳児からの 3年保育，道徳性の芽生え，思考力の芽生え，
そしてかかわり合う力の育成を目指すカリキュラム開発などが見られる。それらはいずれも幼児の
生活と遊びを通して，教師による環境構成という仕方でのカリキュラム開発で，全体として幼稚園
教育要領の趣旨がかなり浸透してきたことが窺われる。次の改訂である 2008（平成 20）年以後，
さらにそのカリキュラム開発が進化するので，次章で検討したい。
第 3 章　2008（平成 20）年改訂「幼稚園教育要領」―幼小の学びの連続性―
1．家庭・幼稚園・小学校の連続性
2006（平成 18）年 12月 22日法律第 120号により教育基本法が改正され，同第 11条で，「幼児
期の教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることにかんがみ，国及び地方公
3771989年以降の幼稚園教育課程の基準とモデル・カリキュラム（水原）
共団体は，幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整備その他適当な方法によって，その振興に
つとめなければならない」と規定された。これを受けて学校教育法が，2007（平成 19）年 6月 27
日に一部改正され，その第 22条で，「幼稚園は，義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとし
て，幼児を保育し，幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて，その心身の発達を助長する
ことを目的とする。」と定められた。この教育目的のもとに，第 23条では，幼稚園の目標 5項目が
規定されたが，これは 5領域「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」と対応している。旧学校
教育法の目標に比較して，第 2項で，「協同の精神並びに規範意識の芽生え」，第 3項で，「生命」
と「思考力の芽生え」，第 4項で「相手の話を理解しようとする態度」，そして第 5項で「豊かな感
性と表現力の芽生え」という項目が新たに付加された。道徳的な規範意識，生命及び他の人を尊重
する精神，そして思考力と表現力という，いずれも時代の課題が挿入されたことがわかる。なお，
従来は，学校教育法と幼稚園教育要領で 2重に目標が規定されていたのであるが，今回は，幼稚園
教育要領で目標の節は削除された。
さて，愛国心の論議があった新教育基本法の制定と学校教育法の改正を経て，2008（平成 20）
年 1月 17日，中央教育審議会は「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善について」を答申した 26。「改善の基本方針」では，「近年の子どもの育ちの変化や
社会の変化に対応し，発達や学びの連続性及び幼稚園での生活と家庭などでの生活の連続性を確保
し，計画的に環境を構成することを通じて，幼児の健やかな成長を促す」とされ，「連続性」がキー
ワードになっている。要するに，家庭・幼稚園・小学校を通して，発達・学びと生活の連続性を高
めたいという趣旨である。「改善の具体的事項」は，1．発達や学びの連続性，2．幼稚園と家庭の
生活の連続性，3．子育ての支援と預かり保育の充実である。
この改善方針に沿って，幼稚園教育要領は，同年 3月 28日文部科学省告示第 174号により改訂
された。まず総則の「第 1　幼稚園教育の基本」では，教育基本法にのっとり「幼児期における教
育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもの」であることが明示され，「第 2　教育課程
の編成」では，「幼稚園生活を通して，生きる力の基礎を育成する」という，学習指導要領全体の
理念である「生きる力」の育成の一環に位置づけられた。かつ「義務教育及びその後の教育の基礎
を培う」として，幼稚園は小・中・高など上位校へつながる基礎を育成する学校であることも明示
された。教育制度上，当然の位置づけではあるが，前回は，「生涯にわたる人間形成の基礎」とい
う位置づけによって幼児教育の固有性が記述されていたが，今回は，学校教育の枠組みにこれまで
以上に組み込まれ，その「基礎を培う」ものと確定された。ただし，その教育方針は，前回と変わ
らず，「幼児期の特性を踏まえ，環境を通して行う」ことが基本とされている。「特に，自我が芽ば
え，他者の存在を意識し，自己を抑制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性」をふま
えて，「長期的な視野をもって充実した生活が展開できるように配慮」することと要請されている。
なお教育週数は「39週を下ってはならないこと」，一日の教育時間は「4時間を標準とすること」
に変化はない。注目すべきは，「預かり保育」が前回は「特に留意する事項」の末尾項目に過ぎな
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かったのに，今回は総則に明示されたことである。
第 2章の「ねらい及び内容」では，5領域の「ねらい」と「内容」そして「内容の取扱い」が規
定されている。改訂を中心に見ると，領域「健康」では，「内容」（5）「先生や友達と食べることを
楽しむ」が入り，その取扱いでは，（4）「健康な心と体を育てるためには食育を通じ望ましい食習
慣の形成が大切である」という説明で，健康な生活のための食育重視の線が入った。これは小・中
学校でも栄養教諭が新設されるなど，義務教育と同一方針が取られたものである。また「内容」（8）
「幼稚園における生活の仕方を知り，自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって行動する」
が入り，自立的に行動する「気持ち」を育成しようとしたものである 27。「内容取扱い」（1）「特に，
十分に体を動かす気持ちよさを体験し，自ら体を動かそうとうする意欲が育つようにする。」，また
（5）「基本的な生活習慣の形成の当たっては，家庭での生活経験に配慮し」とあり，近年の運動能
力の低下及び家庭での教育力の低下への対応が見られる。
領域「人間関係」では，「ねらい」（2）身近な人と親しみ，かかわりを深め，愛情や信頼感をも
つ」が入れられたが，対人関係が苦手になっている現状への対応である。「内容」（4）「いろいろな
遊びを楽しみながら」，（5）友だちと楽しく活動する中で，共通の目的を見出し，工夫したり，協
力したりなどする」，そして「内容の取扱い」（3）で「幼児が互いにかかわりを深め，協同して遊
ぶようになるため，自ら行動する力を育てるようにするとともに，他の幼児と試行錯誤しながら活
動を展開する楽しさや共通の目的が実現する喜びを味わうことができるようにすること」が入れら
れた。これについては「21世紀スキル」でも求められているように，協同作業によって「つくり
あげていく過程が」重視されている。また（2）では，「特に，集団の生活の中で，幼児が自己を発
揮し，教師や他の幼児に認められる体験をし，自信をもって行動できるようにすること」とあり，
これは「自分に自信がある子どもが国際的に見て少ない」という統計を踏まえた改善策で，解説で
は，「自信をもつためには，幼児が教師や友達とのかかわりの中で，自分らしさを発揮し，自分の
言動が認められたと感じることが大切である」と説明されている。（5）「集団の生活を通して，幼
児が人とのかかわりを深め，規範意識の芽生えが培われることを考慮し，幼児が教師との信頼関係
に支えられて自己を発揮する中で，互いに思いを主張し，折り合いを付ける体験をし，きまりの必
要性などに気付き，自分の気持ちを調整する力が育つようにすること」が付加された。これも「近
年，子どもの規範意識の希薄化」への対応で，上から教え込むのではなく，「教師との信頼関係に
ささえられて自己発揮し」，「自分の行動を認められていると感じるからこそ，決まりを守ろうとす
る」規範意識が育つこと，また，他の人と対立したり折り合いをつけたりすることで，「自分の気
持ちを調整する力」が育成されると説明されている。（6）「高齢者をはじめ地域の人々などの自分
の生活に関係の深いいろいろな人とのふれあい」，「生活を通して親や祖父母などの家族の愛情に気
付き，家族を大切にしようとする気持ちが育つようにすること」が付加され，ふれあいを「親だけ
でなく『親や祖父母などの家族』」に広げようとしている。
さらに他の 3領域を見ると領域「環境」では，「内容の取扱い」（1）で，「特に，他の幼児の考え
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などに触れ，新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自ら考えようとする気持ちが育つよう
にすること」が付加され，「思考力の芽生えについての指導の在り方を充実」させようとしている。
領域「言葉」では，「内容」（2）「したり，見たり，聞いたり，感じたり，考えたりなどしたことを
自分なりに言葉で表現する」，そして「内容の取扱い」（2）「幼児が自分の思いを言葉で伝えるとと
もに，教師や他の幼児などの話を興味をもって注意して聞くことを通して次第に話を理解するよう
になっていき，言葉による伝え合いができるようにすること」が付加された。これは小中高で言
語活動が特段に重視されたことに繋がるもので，幼稚園段階でも，「言葉による伝え合いができる
ようになるためには，思いを言葉で伝えるとともに」，「幼児自らが相手の話に興味や関心をもち内
容を理解したいという気持ち」になることが必要で，そのために教師は，「話の内容や話を聞く場，
視覚による素材などの工夫」をすることが求められた。領域「表現」では，「内容」（1）「生活の中
で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりなどして楽しむ」ことが重視され，
また「内容取扱い」（3）では，「他の幼児の表現に触れられるように配慮したりし，表現する過程
を大切にして自己表現を楽しめるようにすること」と付加された。「表現で大切なことは，自分な
りの表現であることであり，できあがりの結果だけでなく，表現する過程自体を幼児が楽しめるよ
うに工夫することが大切」であると解説されている 28。
第 3「指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項」では，
第 1「指導計画の作成に当たっての留意事項」で，その「1　一般的な留意事項」を見ると，（3）「認
定こども園である幼稚園については，幼稚園入園前の当該こども園における生活経験に配慮するこ
と」が付加され，既に，3歳児以前からのこども園での生活経験のある子どもに対しては，その「経
験を配慮した指導計画」を作成することが求められた。（4）「幼児が様々な人やものとのかかわり
を通して，多様な経験をし，心身の調和のとれた発達を促すようにしていくこと。その際，心が動
かされる体験が次の活動を生み出すことを考慮し，一つ一つの体験が相互に結び付き，幼稚園生活
が充実するようにすること」が付加され，「調和のとれた発達をしていくためには，偏りのない多
様な体験が必要である」こと，また，「幼児の視点から関連して体験がつながり，意味ある体験を
していくよう援助することが重要である」ことと解説されている。（8）「家庭との連携に当たって
は，保護者との情報交換の機会を設けたり，保護者と幼児との活動の機会を設けたりすることを通
じて，保護者の幼児期の教育に関する理解が深まるよう配慮すること」が付加され，様々な機会を
設けて「保護者との信頼関係」を構築することが説かれている。「2　特に留意する事項」では，学
校教育法改正で養護学校が特別支援学校となったことを受け，関係機関と連携しつつ，「個々の幼
児の障害状況などに応じた」指導を計画することが求められた。
そして幼・小連携と「預かり保育」について，（5）「幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続の
ため，幼児と児童の交流の機会を設けたり，小学校の教師との意見交換や合同の研究の機会を設け
たりするなど，連携を図るようにすること」が明文化された。前回は，「一般的な留意事項」で「幼
稚園教育が，小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し」という程度の要請で，
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多くの幼稚園と小学校とで「交流の機会」が設定され，有意義なプランも出されていたが，今回は
「教師の意見交換や合同の研究の機会を通して，幼稚園と小学校の教員が，互いの教育内容や指導
方法を相互によく理解しあうようになることが目的である」と中教審答申及び解説では説明されて
いる。幼小接続のカリキュラム開発までは明文化されていないが，この種の研究が以後本格化する
ことになる。「特に留意すべき事項」の「第 2　教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活
動などの留意事項」は，独立した柱として設定され，重要視されていることが窺われる。その「1　
地域の実態や保護者の要請により，教育課程に係る教育時間の終了後等に希望する者を対象に行う
教育活動については，幼児の心身の負担に配慮すること」が付加され，「預かり保育」の結果，「長
時間幼稚園で過ごすようになることを踏まえ，幼児の心身の負担に配慮」することとして，5項目
が新たに規定され，家庭・地域と連携をはかりつつも，基本は幼稚園の教師の責任と指導にあるこ
と，及び教育課程外といっても幼稚園教育の一環にあることが注意されている。最後に，幼稚園が
地域の幼児教育センターとして，子育て支援の役割を果すことも期待されている。これは，すでに
前回の要領でも打ち出されていたが，一層求められることになった。
以上，改訂を中心に検討したが，全体としては前回の幼稚園教育要領の基本的考え方を継承した
もので，「幼児期の特性を踏まえ，環境を通して行う」ことが基本とされている。答申が求めたよ
うに，「集団生活を通して」「自我の芽生え」「規範意識の芽生え」「自立心の育成」などによる「生
活の基盤」作りと，「思考力の芽生え」など学力形成につながる「環境」作りとによって，「生きる
力」に不可欠な資質が育成され，上位校の「教育の基礎を培う」ことが期待された改訂であった。
2　幼・保・小接続カリキュラムとスタートカリキュラム
それでは，この新幼稚園教育要領の下，どのようなカリキュラム開発が進行しているのであろう
か。答申の「改善の基本方針」を受けて，「幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続」のカリキュ
ラム開発が進められ，さらには幼稚園・保育所・小学校の三者の連携への発展が課題とされてい
る。図表 6「合同研修による教員の相互理解を生かした幼小連携の取組」は滋賀県のとらひめ幼稚
園・小学校によるカリキュラム開発であるが，研究の仮説として，「幼稚園と小学校が連携を密に
し，『伝え合う力』をはぐくむ交流活動や教育課程の編成・指導方法を工夫していけば，幼児が安
心・自信・あこがれの気持ちで小学校に入学し，幼小の円滑な接続が図られるであろう」と掲げて
いる。この滋賀県虎姫中学校区は 30年以上にわたって幼保小中の連携を続けている地域で，「保育
所，幼稚園，小学校，中学校が保育・授業を公開し，町内すべての教員が参観する実践交流会を年
3回開催」しているという。このような蓄積の上に，「本年 3月には，小学校教員が幼稚園で 1日
体験保育を行い」，「5月には幼稚園教員が小学校で 1日体験授業を行い，それぞれの教育や子ども
の様子について理解を深め」，さらには，「幼・小教員が幼稚園教育要領と，小学校学習指導要領を
読み合い，それぞれの内容を確認」し合ったという。そして，「幼稚園 3歳児から小学校 6年まで
を見通した『伝え合う力をはぐくむカリキュラム』を編成し」，「幼児・児童に付けたい『話す力』
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『聞く力』『話し合う力』を段階的に育成することをねらいとした」という。とらひめ幼稚園では，
掲載のカリキュラムを作成し，「遊びや体験の中で，幼児が自分の感動や思い，考えを伝えたくな
るような環境を工夫し，自分の言葉で表現できるように援助を行ってきた」という。
カリキュラム（図表 7）を詳細に見ると，5歳児の 1年を 5期に分けて，子どもの姿，ねらい，内容，
そして教師が対応すべき環境構成と援助が詳細に記述されている。内容の欄を追うと，「挨拶をす
る」，「自分の思いを伝えたり，友達の思いを聞いたりする。」「人の話に興味を持ち注意して聞く。」
「考えたこと感じたことを人にわかるように話す。」「考えたことをわかるように話し，言葉をかわ
す喜びを味わう。」「思ったことや考えたことを豊かに表現する。」というように滑らかな順次性を
もって計画されていることがわかる。これに沿って，「あのねタイム（話し合いの場）」が進められ，
「5年生との交流“一緒に田植え”」，「1年生が幼稚園で遊ぶ」，「中学生との交流“お兄ちゃんお姉
ちゃん先生“」，「小学校の運動会に参加」，「5年生とおにぎりパーティ」，「1年生との交流“秋見
つけ”」，「1年生との交流“お店やさんごっこ”」，「ウサギ登板のやり方や楽しさなどを 4歳児に伝
える」，「1年生との交流，1日入学・学校探検」，「お別れ会」などが計画されている。そしてそれ
を支える「環境構成」と「援助」の項目があり，「“あのねタイム”では，同じ子に偏らないように
し，みんなの思いを聞けるようにする」など丁寧な準備と援助が盛り込まれている。これによって，
「様々な体験を通してきまりを守ることの大切さに気付かせ」ようとしている。ねらいは，「友だち
と考えを出し合ったり，協力しあったりしながらかかわりを深める」，「文字や記号・数などを使っ
て伝える楽しさを味わう」，「成長の喜びを感じ，入学の喜びや期待をもって生活する」ということ
である。一方，小学校では，生活科と国語科の合科的な指導によってスタートカリキュラムを編成
しているという。『小学校学習指導要領解説　生活編』で，「4月最初の単元では，学校を探検する
図表 6　合同研修による教員の相互理解を生かした幼小連携の取組 
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生活科の学習活動を中核として，国語科，音楽科，図画工作科などの内容を合科的に扱い大きな単
元を構成することが考えられる」，「大単元から徐々に各教科に分化していくスタートカリキュラム
の編成なども効果的である」と奨励されているので，これを受けたカリキュラムづくりである 29。
次に，小学校カリキュラムについては，青森県青森市立三内西小学校の図表 8「スタートカリ
キュラム『学校は楽しい』」の報告が注目される。5歳児 9月から「接続カリキュラム」が開始さ
れ，小学校 1年生のゴールデン開けまで，「育てたい力」が順次性をもって配列されている。それ
は「様々な行事を通し，自分のイメージを表現する」，「友だちと話し合い，一つの目標に向かって
協力する」，「生活に見通しをもち，最後までやり通す喜びを感じる。就学への期待を高め，1年生
になる自覚をもち，意欲的に活動に参加する」，「入学直後の児童が，学校生活に慣れ，意欲的に活
動できるようにする」，「積極的に学校生活を送ろうとする意欲を自信につなげながら，楽しく学習
することができる」というもので，活動内容も「自分の課題や成長を振り返り，これからもがんば
ろうとする気持ちをもつ。今まで楽しんできた遊びや歌などを年中児や年少児に積極的に教えよう
とする。感謝の気持ちをもち，伝えようとする。小学校への憧れや期待の思いをもつ」などが見ら
れる。「あいさつ・当番活動・協同で学ぶ・言葉で伝える」ことが 4大活動として重視され，これ
図表 7　『接続カリキュラム』と『スタートカリキュラム』の基本的な枠組み 
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らのカリキュラムを通じて，「育てたい力」をつけるという計画である。
小学校のスタートカリキュラムはゴールデンウィーク明けまで計画されているが，図表 8「ス
タートカリキュラム　学校は楽しい『ねらい：なかよしタイムを楽しみにする』」は入学直後の第
1週のもので，「なかよしタイム」と「学校探検」を中心にカリキュラムが組まれて常識的な内容
であるが，「実際の子どもたちの様子や評価などから，内容を組み替えたり，繰り返したり，場合
によっては切り上げたりなど，柔軟な活用が必要ではないかという課題が生じた」という。前年度
にうまくいったカリキュラムでも，教育は鮮度がすぐに落ちるので，その年度の児童生徒の反応を
見て，当然改善の企画が必要になるはずである。それでも対応できないことがあるのが教育実践の
常であろう。その改善の企画は，やはり接続カリキュラムの交流の時期から検討されるべきで，三
内西小学校では，「交流シート」を工夫しているという。同一の交流でも，幼保小のねらいを明記
することで，校種によっての違いが確認できるほか，「指導の流れ，写真，交流後のそれぞれの感想，
次年度に向けた改善点を記載」する方法で，「スタートカリキュラム修正に欠かせないのが，幼稚
園や保育所の意見」である。これによって，幼稚園や保育所にとっても，「小学校入学直後のカリ
キュラムや子どもたちの様子がわかり，安心して送り出すことができるようになった」という報告
である 30。
この種のカリキュラムが実施されるようになったのは，入学直後の授業中の離席や私語や暴力な
図表 8　スタートカリキュラム「学校は楽しい」
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どで小学校教育を混乱に陥れる「小 1プロブレム」として問題視されるようになったからであるが，
本来の課題は，幼児の学びを学校の学習につなぐ「学びの連続性」を構築することである。学びの
芽生えを的確にとらえ，小学校教育へと導く実践的な研究が求められているのである。
結論　課題と展望
以上，高度経済成長後の「成熟社会」に入って，3次にわたる幼稚園教育課程の基準について歴
史的考察を進め，かつ，そのモデル的なカリキュラムの特徴を分析して，基準の意味するところを
明らかにすることができた。
1989年改訂は，教育課程を 6領域から 5領域「健康・人間関係・環境・言葉・表現」に変更し，
系統的指導から「環境による援助」（新学力観）へと大転換した。（1）幼児の主体的な生活，（2）
環境による教育，（3）一人一人の発達の特性，（4）遊びを通しての総合的な指導という新方針で，
生涯学習社会における自己教育力の育成に繋げようというねらいである。改訂の方向性を倉橋惣三
の「生活を，生活で，生活へ」という営みを重視する「生活」観と重ねて理解する委員の意見も見
られたが，小学校で「生活科」は新設されたものの，かつての生活カリキュラムではないので，小
学校との連続性は限定的であった。むしろその「生活」観は，「教え込み」が支配的な学校とは対
立するもので，準備教育に対しては否定的でアンチ学校的傾向性すら帯びていた。しかし，幼稚園
教育の実態は，最終報告書が指摘したように，読み書き算や英語・音楽など小学校への準備教育が
一般化しており，幼稚園教育要領の方針とは乖離した状況にあった。
1998年改訂では，教師の「援助」における計画的な指導性が要請され，かつ，3歳児からの 3年
保育のカリキュラム編成が課題とされた。そのあり方として，「自我の芽生え」に対応が求められ
たことも注目しなければならない。改訂のこの時期は，学校全般に，子どもたちの心の問題を背景
に小中高全般につめこみ教育が反省され，「自ら学び，自ら考え，生きる力」となる学びが重視さ
れて「総合的な学習の時間」が設置されるに至る。そこで幼稚園教師の役割は，一人一人の幼児が
文字や数量について自然に関心を持ち認識を深めるような企画を準備する，あるいはそういう関心
や認識の機会を逃さないで指導性を発揮することが求められた。カリキュラム編成の観点から見て
影響が大きかったのは，幼・小連携教育と「預かり保育」の開始である。「5歳児の幼児と小学生
たちとの交流活動の年間プラン」などはその例である。これは少子化社会となって経営が困難な幼
稚園のニーズには叶うものであったが，その実，容易ではなかった。
そして 2008年改訂に至って，幼・保・小接続カリキュラムと小学校のスタートカリキュラムが
本格的な課題となった。アンチ準備教育から，ある意味では，にわかに幼・小接続カリキュラムの
具体化が迫られることになった。「幼児の生活」を重視する伝統的な幼児教育観が支配的な幼稚園
において，実態は読み書き算や英語・音楽の早期教育が一般化しているねじれた状況にあって，改
訂の意向を受けた「芽ばえ」研究が，ややもすると小学校への短絡的な準備教育に出してしまうこ
とが懸念される。幼稚園が本格的に小学校の準備教育機関としての役割を求められる時代が来たと
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言えるが，これにどのように応えるのか，幼稚園教育は正念場にある。これまで大切にされてきた
「幼児の生活」の概念はいつのまにか曖昧になっているが，改めて「幼児の生活」の何を求めて大
切にしてきたのか，その構成要件を分析し，幼・小接続カリキュラムにおいて生かすべき「生活」
とは何かを再吟味することが必要と思われる。
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